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　YMCAという団体の基盤であるキリスト教精神とは、
イエス様の生き方から学ぶということです。イエス様
の生き方を表す言葉の一つが、この聖句です。また、世
界YMCAが様々な課題を解決していくために採択し
た「VISION2030」、名古屋YMCAの将来の道筋である

「MAP2030」～Mision Action Pray～とも深くつながる聖
句であり、そこには4つの柱があります。
■ すべての人々の「居場所」となる活動を展開します
　共に喜び、共に泣くということは、共に喜ぶ相手がい
る、共に泣く相手がいるということです。それは出会う
場があるということです。YMCAが人と人が出会い、親
しくなる「居場所」として活動を展開していきます。
■ ユースエンパワーメント
　YMCAの活動の源である、ユースたちにとって大切な
ことは、お互いに思いやることです。うまくいったこと
を共に喜び、失敗したことは、失敗した人の気持ちになっ
て共に泣く。そのようにお互いの体験を仲間同士で共有
して、力をつけていきます。
■ 持続可能な地球のために
　人間同士の関係だけでなく、野の花や動物たちも、今
の環境で喜んでいるだろうか、実は泣いているのではな
いだろうかと想像力を働かせ、すべてのものが生き生き
と過ごせる環境に目を向けていきます。
■ 公正な世界の実現のために
　自分だけでなく、相手の立場や視点に学び、お互いに
分かち合います。世界で起きている困難な問題を知り、
苦しんでいる人に何かできなくても、共に泣く、思いを
共にしていきます。そして共に喜ぶ世界を目指します。

　相手の気持ちに寄り添うということは、相手の気持ち
を想像する力が大切です。想像する力は自身の体験から
実っていく力でもあると思います。私たちが生きていく
中では、喜びも、悲しみも存在します。できれば、悲し
い思いをしたくないと思ってしまうこともあります。し
かし、悲しい思いは相手を思いやる力になる。喜びは相
手を励ます力になります。そう思うと、日々のひとつひ
とつの体験は、心を豊かにし想像力を育む大切な体験です。
　この聖句の後には、「せめてあなたがたは、すべての人
と平和に暮らしなさい。」と御言葉があります。日々の小
さな体験を大切にし、相手の心に寄り添う力が平和へ繋
がると信じ、この1年を歩んでいきましょう。

VISION2030
　各地で頻発する紛争、気候変動、貧困問題など、世
界規模の課題が山積する中で世界のYMCAは2022年夏、

「世界YMCA　Vision2030」を採択しました。下記の「4つ
の柱」で構成されるこのビジョンは、国連の持続可能な
開発目標「SDGｓ」とも連動した行動目標で、YMCAのグ
ローバル・ネットワークを活用し、世界の課題を解決し
ていくことを目指しています。

喜ぶ人と共に、泣く人と共に
日本基督教団東海教会牧師 （左）

（右）名古屋YMCA職員

和田  芳子
遠藤  恵美子

「喜ぶ人と共に喜び、泣く人と共に泣きなさい。
� ローマの信徒への手紙12章15節

2025年度
名古屋YMCA  年間聖句
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　名古屋YMCA日本語学院で日本語を学んでいる全ク
ラスの学生が作品づくりにチャレンジしました。
　五・七・五という少ない文字数で情景や気持ちを表
現するのは、とても難しいことですが素晴らしい作品
が多くありましたので入賞作品をご紹介いたします。
選考・表彰は、東海ワイズメンズクラブにご協力いた
だきました。

　2025年6月29日(日)、ルブラ王山にて第12回名
古 屋 Y M C A 大 会 を 実 施 し ま す 。2 0 2 5 年 度 の 大 会 は

『Vision2030』4つの柱の内、「Meaningful Work やりが
いのある仕事と雇用環境の創造」に焦点を当て、幅広
いの年代の方々から、仕事について短いスピーチをし
ていただきます。
　こういったスピーチを取り入れた背景には、次の
ようなきっかけがありました。2024年度の大会開催後、
参加したユースボランティアリーダーたちから「長い
間会員をされている方々の表彰式でのスピーチが楽し
かった」という意見が多く寄せられたのです。会員の
皆様が若者に対し、自身の仕事等について語る機会は
少ないと思います。本大会が世代を超えて交流できる
場となれば幸いです。
　維持会員であってもなかなか大会に参加されない
方々を掘り起こし、“みんなが主役になれるYMCA大会”
を目指したいと考えています。ぜひご友人、会員同士
で呼び掛け合い、ご参加いただきますようお願いしま
す。� （担当スタッフ　中井 信幸）

日　程：2025年6月29日(日)
場　所：ホテル ルブラ王山
　　　　愛知県名古屋市千種区覚王山通8丁目18
★ � 詳細は決定次第、ホームページの新着情報

およびチラシ配布にてご案内いたします。
　 �スピーチをご担当いただく方々には、個別に

ご連絡いたします。

日本語学院　俳句コンテスト

YMCA大会開催告知
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　2025年3月1日(土)瑞穂文化小劇場にて、2024年度名
古屋YMCA・南山ファミリーYMCA・神沢ファミリー
YMCA合同ピアノ発表会を開催しました。開催の前週
は雪の降る寒い日が続いたため心配でしたが、当日は
晴天に恵まれ、暖かい中で執り行うことができました。
　発表会は日頃の練習のモチベーションへつながり、
レッスンの成果を披露できる場です。発表曲のイメー
ジに合わせた装いで舞台袖に並ぶ子どもたち。慎重に

登壇し一生懸命演奏する姿と、終わった後の緊張から
解き放たれた表情が印象的でした。また、今回は親子
連弾で参加された方が複数みえ、子どもたちだけでな
く、親御さんと芸術を共有する貴重な機会となってい
ることをうれしく感じました。
　ピアノは続けても、途中で卒業しても、心を育んで
くれます。さらに、大きな会場で、たくさんの知らな
い人の前で緊張を乗り越えたことは、大切な思い出と
なるでしょう。生徒やご家族、スタッフ、学生ボラン
ティアの皆様のご協力のおかげで、今回も素晴らしい
発表会となりました。心より感謝いたします。
� （担当スタッフ　渡邉 りいこ）

ピアノクラス年間会員募集中！
無料体験も随時行っておりますので、お気軽にご連絡

ください♪

名古屋YMCA本館：052-757-3331　

南山ファミリーYMCA：052-831-6968

神沢ファミリーYMCA：052-879-6300

2024年度ピアノ発表会

SX
（サステイナビリティー・トランスフォーメーション）

　先日「紅ほっぺ」2パック760円のスーパーのポップに

引き寄せられ思わず購入。翌週「あきひめ」2パック666

円のチラシに誘われ別のスーパーを訪問し、またまた購

入しました。安くて美味しい「いちご」の季節到来です。

「愛知県は、いちごをはじめとする多様な農産物が生産

されており、特にいちごは全国でも有名な産地のひとつ

です。愛知県のいちごは、品種が豊富で、特に「紅ほっ

ぺ」や「あきひめ」、さらには「おいCベリー」などが人気

です。全国のいちご生産量において、愛知県は上位に位

置し、特に温暖な気候がいちご栽培に適しており、高品

質な果実が収穫されています。また、愛知県はミカンや

レンコン、カボチャ、ナスなどの農産物も名産品として

知られています。特に、レンコンの生産量は全国一を誇

り、品質の高さでも評価されています。」　ネットで調べ

るといちごの季節は12月から5月と出てきますが、これ

はクリスマスケーキに合わせてハウス栽培のいちごが出

荷されるためで、露地栽培のいちごは5月に収穫のピー

クを迎えます。ビニールハウスを燃料で暖めて作ったい

ちごは値段が高く、同じハウスでも春を待てば安くて美

味しいいちごが手に入ります。栃木県では「とちおとめ」

福岡・熊本では「あまおう」、名古屋では愛知県産が、流

通コストが削減されてお得です。現代人は、天の恵みで

ある農作物本来の収穫期に地産地消で消費することを忘

れて、無駄なコストをかけ不必要な贅沢を享受して満足

しているようです。ある本に「VUCA（ブーカ）」とよばれ

る不確実性の高い社会においてはSX持続可能な経営を

することが大切ですと、難しい言葉で書かれていました

が、「いちご一会」いちごとの出会いは、大切な事をやさ

しく教えてくれます。

※�DX（デジタル・トランスフォーメーション）

　�ちなみに、アナログな私が「」内の文章をChatGPTに

作ってもらいました。

� （中村  隆）
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「名古屋YMCAは、キリスト教精神に基づ
き、すべての人びとに、生涯にわたる学
習の場と、社会参加の機会を提供し、相
互の交わりと連帯を通して、共に生きる
世界の実現を目指します。」

喜ぶ人と共に喜び、泣く人と共に泣きな
さい。（ローマの信徒への手紙12章15節）

名古屋YMCA	 052-757-3331
YMCAこひつじ保育室	 052-757-5530
南山ファミリーYMCA	 052-831-6968
南山幼稚園	 052-831-8271
神沢ファミリーYMCA	 052-879-6300
YMCAかみさわ保育園	 052-879-6222
名古屋YMCA日本語学院	 052-531-0077
発達サポートYMCAかみさわ	 052-879-6300
かりやYMCA保育園	 0566-62-8227

お問い合わせ

https://nagoyaymca.org

名古屋YMCA
使命

2025年度聖句

維持会員感謝・ご寄付感謝　（2025年2月1日〜3月20日）

維持会員 

（継続）	 義井　裕子　　鈴木　浩之　　水谷　公亮　　鬼頭美惠子　　柴田洋治郎　　三口　大登　　三口あゆみ

	 榊原　康成　　星島　和空　　伊左治　真　　伊藤　　剛　　伊藤美穂子　　相馬　静香　　八木　武志

	 加藤　朱美　　真鍋　孔透　　山村　喜久　　瀬口　昌久　　武田　尚子　　河部　　薫　　小林　純子

寄付金・募金　

（クリスマス献金）　田口恭仁子　　済田　真美　　西井　　紅　　梅村　真央　　朱　　思宇

（かみさわ保育園10周年記念基金）	 及川　　蒼　　横井　李紗　　園原　里彩　　神山　恭昌

（学童キャンプ）　　ピーナッツ財団

ワイズコーナー　4月例会の予定

名古屋 4月8日（火）
19:00〜

卓話「シンガポールでの働きについて」
講師　瀬川景子氏 名古屋YMCA

名古屋東海 4月10日（木）
18:45〜 未定 ラ・スース

アン

名古屋
グランパス 4月9日（水） 卓話「高齢化社会に向けて」

講師　阿部一雄氏 Zoom

日時	 4月1日（火） 
	 7:45〜8:30 

会場	 名古屋YMCA3F

奨励	 名古屋北教会
　　　山田詩郎先生         　

早天祈祷会 

 朗読の集い
～あなたとわたしを繋ぐひととき～

　この度、名古屋YMCAで開講している二つの朗読講座が
合同で「朗読の集い」を開催することとなりました。コロナ
禍の長き時を過ごして、“あなたとわたしを繋ぐひととき”
という想いが沸き上がりました。今回の集いでは、各自が
選んだ作品がカラフルに踊っています。作品と読み手と皆
様を繋ぐひとときをお楽しみください。心よりご来場をお
待ち申し上げます。� （講師　近藤 よし恵）

日　程：2025年5月29日(木)
時　間：12時開場、12時20分開演
場　所：名古屋YMCA 3階ホール

朗読作品
藤原の桜� 志村ふくみ 著
だのきゅう� 渋谷勲 脚本
ゴリラの森、言葉の海� 山極寿ー著　小川洋子 著
再び……ドライブ？ � 角野栄子 著
私には家庭がなかった� 水上勉 著
果てなき大地の上に� 加藤登紀子 著
おーいでてこーい� 星新ー 著
絵本よもやま話� 赤羽末吉 著
新しい友との出逢いどんなに齢をとってからでも
� 日野原重明 著
幸福とは� 日野原重明 著
これから� 仲間友佑 著
戦争とかぼちゃ� 清水たみ子 著
つまらない住宅地のすべての家� 津村記久子 著
坊ちゃん� 夏目漱石 著
金魚のお使� 与謝野晶子 著
百曲がりの河童� 松谷みよ子 著
余生� 辻井喬 著

話し方講座発表会のご案内


